
1 

 

大和郡山市子ども・子育て会議 

平成２９年度 第３回会議 

 

○開催日時 

平成３０年３月２８日（水）午後２時～ 

 

○開催場所 

大和郡山市役所 議会第 1委員会室 

 

○出席者   

委員 １１名 

生田委員、乾委員、上田委員、往西委員、奥田委員、菅家委員、髙田委員、堤委員、     

内藤委員、森田委員、米田委員、   

（敬称略 五十音順） 

事務局 ４名 

 

○傍聴人数 

２人 

 

○次第 

１ 開 会 

２ 議 題 

（１） 大和郡山市子ども・子育て支援事業計画・量の見込み、確保内容に対する現状について 

（２） その他 

３ 閉 会 

 

 

○議事 

１ 開 会 

 

事務局 ：ただ今より、平成２９年度 第３回大和郡山市子ども・子育て会議を開催させていた

だきます。本日は、ご多忙の中お集まりいただきまして誠にありがとうございます。

私はこども福祉課の北浦でございます。本日の会議資料の確認をさせていただきます。 

 

～配付資料の確認～ 

 

 

事務局 ：本日は、吉野委員がご欠席ですので、１１名の委員の参加となり、過半数以上の方にご
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出席いただいておりますので、大和郡山市子ども・子育て会議条例第７条第２項に基づ

き 会議が成立する旨、ご報告させていただきます。この会議は原則公開となっており

ますが、議事 に入る前に、今回、傍聴希望者が２名おられますので、傍聴に関する基

準第２条に従い、委員の異議がなければ承認しますが、いかがでございましょうか？ 

 

全委員 ：異議なし。 

 

事務局 ：では、傍聴を承認します。 

 

     （傍聴人入場） 

 

事務局 ：これからの議事については、大和郡山市子ども・子育て会議条例第７条第１項に基づき 

     会長のもとで進めさせて頂きます。生田会長、宜しくお願いいたします。 

  

生田会長：本日はお忙しいなか、お集まり頂きありがとうございます。 

第１回、第２回に続き、第３回である今回が、本年度最後の「子ども・子育て会議」

となります。 

私の保育園でもこのたび卒園式とお別れ会がありました。いつもこの時に、将来なり

たい職業を子どもたちに話してもらうのですが、私たちの世代の頃とは違って、男の

子はサッカー選手、女の子ならパティシエという答えが最も多く、子どもたちの夢も

変化してきているのだと実感しました。 

さて、本年度の締めくくりとなる今回の会議は審議事項はなく、事務局からの報告事

項があります。 

それでは、まず、「大和郡山市子ども・子育て支援事業計画・量の見込み、確保内容に

対する現状」について、事務局より報告をお願いいたします。 

 

事務局 ：それでは「大和郡山市子ども子育て支援事業計画・量の見込み、確保内容に対す

る現状」について資料に沿って報告させていただきます。資料は A4・5 枚横向き

の「大和郡山市子ども子育て支援事業計画・量の見込み、確保内容に対する現状」

をご覧ください。 

現状実績につきましては、主に平成 29 年 12 月末日のデーターを使用させていた

だいております。各表については、事業計画段階の「平成２９年」の数値を色付

けしておりますので、その数値と右から２列目の「現状実績」の数値を確認して

いただきます。なお、両数値の差を参考として右端の列にお示ししております。 

 

まず、1 枚目「児童人口推計」ですが、平成 29 年推計では 0 歳「５３６人」に対

し、12月末の現状は「５４１人」、1～2歳「１１６９人」に対し、「１１９８人」、
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３～５歳「１９９４人」に対し、「１９５２人」、６～８歳「２１０７人」に対し、

「２０５８人」、９～１１歳「２１５８人」に対し、「２２２０人」、 

児童人口合計は「７９６４人」に対し、「７９６９人」で推計より実績が５人上回

っております。 

 

次に「幼児期の学校教育・保育の量の見込みと確保方策」ですが、１号認定の平

成２９年計画値「９２０」に対し、実績値は「７３６」、２号認定「９０５」に対

し、「９６４」、３号認定０歳「１６４」に対し、「１３２」、３号認定１・２歳「５

００」に対し、「５５７」であります。見込みに比べて実績は１号認定は１８４人

少なく、２号認定は５９人多くなっております。また、３号認定は０歳児が少な

く、１．２歳児の実績が多くなっております。 

 

続きまして、２枚目をご覧ください。「地域子ども子育て支援事業の量の見込みと

確保方策」の（１）延長保育事業ですが、平成２９年推計「５２５」に対し、実

績は「５３５」です。（２）放課後児童クラブ事業については１～３年生は平成２

９年「２７７」に対し実績値は「４９４」、４～６年生「１４５」に対し「１９０」

で箇所数は１１箇所に変わりありません。（３）子育て短期支援事業は、平成２９

年「１１８」に対し実績値「４４」、施設数は 6箇所です。 

３枚目をご覧ください。（４）地域子育て支援拠点事業は、平成２９年「１５９９」

に対し、実績値「３０８１」、施設数は６箇所です。（５）一時預かり事業は 1 号

認定の幼稚園在園者、平成２９年「４０４０」に対し、実績は「１４３３」、２号

認定の幼稚園在園者は１号認定の数値に含まれております。上記以外は、「８１０

０」に対し「２０３２」であります。（６）病児病後児保育事業は、平成 28 年 4

月から郡山東保育園で実施をはじめましたが、見込「５５３」に対し「０」です。 

4 枚目ですが、（７）ファミリーサポートセンター事業は、1～3年で平成２９年「４

０７」に対し、「２４４」4～6 年「２００」に対し「４７」であります。（８）利

用者支援事業については、共に１であります。 

5 枚目はすべて保健センターの事業となります。（９）乳児家庭全戸訪問事業は、

平成２９年「６５０」に対し「４１６」。（１０）養育訪問支援事業は平成２９年

「１０」に対し「１０」。（１１）妊産婦検診は、平成２９年「８８３」に対し、「７

２０」であります。 

以上でございます。  

 

生田会長：ありがとうございました。事務局から説明いただきました。議題１：大和郡山市子ど

も子育て支援事業計画・量の見込み、確保内容に対する現状について、何かご質問、

ご意見はございますか。 

     私から一つ質問させて頂きます。「幼児期の学校教育・保育の量の見込みと確保方策」

の３号認定は０歳児が少なく、１、２歳児の人数が多いのはどのようなことが要因な
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のか、詳しい要因を教えて頂きたいと思います。 

 

事務局 ：近年、育休を２年とらなければならないということで、０歳児は減少しています。同

じ理由で１歳児もまた減少しています。２歳児の多さが１、２歳児の人数が多い要因

となっています。 

 

高田委員：（９）の乳幼児家庭全戸訪問事業が見込数値と比較して少ないのも同様の要因でしょう

か。 

 

事務局 ：出生数が少ないことが、訪問実績の少なさの要因です。訪問実施率はほぼ１０割に達

しています。 

 

菅家委員：病児病後児保育事業は、拡充の見通しはありますか。 

 

事務局 ：現在、郡山東保育園のみでの実施であり、実績は０でありますので、今後も現状での

実施を考えています。 

 

生田会長：他に何かご質問はございませんか。 

       

     ＜なし＞ 

 

     では事務局から何かございますでしょうか。 

 

事務局 ：前回、第２回の会議の際にご審議いただいたとおり、「大和郡山市子ども・子育て支援

事業計画」は中間年の見直しをおこなわず、平成３２年度から５年間となる次期計画

策定の際に新たな計画内容や計画数値を検討することとなりました。 

 

策定までは、来年度、再来年度とまだ２年あるわけですが、事業計画内容の充実をは

かるためには早期に着手するべき内容もあるのではないかと存じます。したがいまし

て、来年度（平成３０年度）の「大和郡山市子ども・子育て会議」におきましては、

次期計画の策定に関することを中心に、委員の皆様にお諮りしてまいりたいと思って

おります。 

 

来年度も宜しくお願い申し上げます。 

 

また、市内保育園についてご報告と現状の説明をいたします。第１回、第２回の子ど

も・子育て会議で、保育園について６つのお話をさせていただきました。 

     ①矢田認定こども園建設事業 
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     ②郡山西保育園施設整備事業 

     ③やまと保育園分園整備事業 

     ④（仮称）平和認定こども園建設事業 

     ⑤郡山保育園保育室の増築事業 

     ⑥昭和保育園について 

     です。 

 

① 「矢田認定こども園建設事業」については、竣工式も終わり、来月４月から開

園であります。 

② 「郡山西保育園施設整備事業」についてでございます。平成２９年度からの３

カ年事業となり、現在進行中であります。ちょうど本日、地鎮祭が行われたと

ころです。 

③ 「やまと保育園分園整備事業」については、平成３０年度予算が議決されまし

たので、来年度から進めていく予定であります。 

④「（仮称）平和認定こども園建設事業」についても、平成３０年度予算が議決さ

れましたので、来年度から測量等を進めていく予定でございます。 

⑤「郡山保育園保育室の増築事業」についてでございます。こちらについては平成

３０年度予算として認められなかったため、今後も予算要求を行っていきたい

と考えています。 

⑥ 昭和保育園については、民間への委託も考慮に入れ、来年度から社会福祉協議

会との協議、検討をしていきたいと考えています。 

 

 

生田園長：子ども・子育て支援事業計画と市内保育園についてのご報告と現状の説明について、

ご質問はございますか。 

      

     ＜なし＞ 

 

                                       

生田園長：もし、会議終了後に気づかれた点等がありましたら、事務局までお知らせ頂ければ結

構ですので、よろしくお願いいたします。それでは、すべての議事が終了しましたの

で、これをもちまして、私の司会を終了させて頂き、事務局にお願いしたいと思いま

す。 

 

事務局 ：委員の皆様、本日はありがとうございました。 

本日の会議内容につきましては、後日、市公式ホームページに掲載させていただく

予定でございます。 

 



6 

 

なお、次年度の子ども子育て会議ですが、今回同様、開催日程が決まり次第、事前に文

書でお知らせさせていただく予定であります。なお、委員の皆様には、今後も大和郡山

市子ども子育て会議委員として、お力をいただきますようよろしくお願い申し上げます。 

 

本日はありがとうございました。 

 

 

以上 

 


